
～今月の紙面～
4　　　撮れびあん！
　　　　私のセカンドライフ
5　　　近郊を歩く
6～7　確定申告お忘れなく、
　　　　自宅でらくらく作成！
　　　　国税庁の「確定申告書等作成コーナー」
�　　　100歳まで自分の足で歩いて生涯元気　第３回
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3月相談事業（無料）

・相談時間１人30分程度、
　事前予約制で受付けます。
・必ず電話で２日前までに
　事務局に申込んでください。
　（先着順）☎075-752-0540

場所：互助組合事務局
対象：組合員（本人・配偶者加入者）

故
事
通
交
「

」

」
理
整
の
金
借
「

等
」
ル
ブ
ラ
ト
隣
近
「3

月
27

午
）
水
（
日

前
10
時
12
時

方
き
書
の
書
言
遺
・
続
相
「

」

」
産
動
不
・
宅
住
「

等
」
ル
ブ
ラ
ト
の
屋
家
「3

月
19

１
後
午
）
火
（
日

時
30

時
30
分

生

談

法
　律
　相
　談

生
　活
　相
　談

求
請
の
金
助
補
養
療
、
は
合
場
の

意
注
ご
で
の
す
ま
り
な
に
要
必
が

。
い
さ
だ
く

日
込
振
と
間
期
付
受
の
求
請
付
給12

月
12

16

分
付
受
日

 

↓

月
２

16

金
送
日

月
１

17

16

分
付
受
日

 

↓

月
３

18

金
送
日

※ 
か
が
間
時
に
認
確
の
容
内
求
請

い
な
わ
合
に
間
が
理
処
、
り
か

場
る
な
に
付
給
の
月
翌
は
合
場

く
承
了
ご
で
の
す
ま
り
あ
が
合

。
い
さ
だ

は
し
落
き
引
座
口
の
月
２

19
日

　

月
２

19

が
し
落
き
引
に）
月
（日

不
が
金
残
座
口
金
預
、
は
方
る
あ

。
い
さ
だ
く
意
注
ご
う
よ
い
な
し
足

　

載
記
を
細
明
し
落
き
引
、
お
な

か
２
は
書
知
通
替
振
・
金
送
た
し

付
送
に
月
数
偶
て
め
と
ま
を
分
月

２
は
分
月
２
・
分
月
１
。
す
ま
し

。
す
ま
し
付
送
に
旬
下
月

せ
ら
知
お
の
ら
か
局
務
事

　

特
、
方
る
わ
変
が
証
険
保
康
健

支
都
京
合
組
済
共
校
学
立
公
、
に

で
間
期
短
を
険
保
康
健
民
国
と
部

、
が
す
で
数
手
お
、
は
方
る
わ
変

し
出
提
を
届
更
変
度
都
の
そ
ず
必

校
学
立
公
、
た
ま
。
い
さ
だ
く
て

険
保
の
外
以
部
支
都
京
合
組
済
共

皆
の
族
家
・
員
合
組
た
れ
さ
災
被
で
」
震
地
島
半
登
能
年
６
和
令
「

。
す
ま
げ
上
し
申
い
舞
見
お
ら
か
心
に
様1

。
す
ま
げ
上
し
申
り
祈
お
り
よ
心
を
旧
復
い
早
も
日

人
法
団
社
般
一

　

合
組
助
互
員
職
教
府
都
京

い
さ
だ
く
求
請
ご
を
金
舞
見
害
災

　

円
千
５
、
き
と
た
け
受
を
害
被
り
よ
に
等
災
火
、
水
、
風
が
居
住

。
す
ま
し
付
給
を

】
法
方
求
請
【　

は
た
ま
場
役
・
所
役
市
に
）
式
様
号
２
第
（」
書
求
請
付
給
種
各
「

）
し
写
（書
明
証
災
被
は
又）
し
写
（書
明
証
災
罹
る
す
行
発
が
署
防
消

。
い
さ
だ
く
て
し
求
請
、
て
え
添
を

。
い
さ
だ
く
て
し
求
請
れ
ぞ
れ
そ
、
は
合
場
の
員
合
組
に
も
と
婦
夫
※
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南支部
～秋の社会見学　けいはんな記念公園～

　新祝園駅からバスで「けいはんな記念公園水景園」
に向かった。職員の説明の後、自由に散策した。観月
橋から見る景色は絶景で、真っ赤な紅葉や小滝のせせ
らぎ、沢山の鯉。そして岡山県犬島産の御影石を使っ
た巨石群。また「観月楼」と呼ばれる交流施設が水景
園の中心に建てられ、地階は「相楽木綿伝承館」とさ
れていた。次に昼食をとるため「けいはんなプラザ」
に移動し、自己紹介を兼ねながら洋食を頂いた。空腹
も満たされ、徒歩10分ぐらいで「国立国会図書館関西
館」に着いた。館職員からの話の後、明治時代からの

新聞、雑誌、国内外の
蔵書収容などの説明
を聞きながら館内を
見て回った。その後質
疑応答があり、実のあ
る研修会になった。
� （記　中村　育子）

他府県支部
～錦秋の嵐山・嵯峨野の旅～

　好天にめぐまれ、10時より福田美術館へ入り、
円山応挙などの名画を鑑賞。それからフレンチレス
トランへ行き、コース料理に舌鼓を打った。13時
半に終了し、その後、各自、嵐山・嵯峨野の秋を満
喫した。気候も良く充実した1日となった。
� （記　小田　剛）

～会席料理と紅葉の海住山寺を満喫～
　久しぶりに見学会を実施しました。JR加茂駅近
くの料亭で秋会席をいただきながら自己紹介。新採
の頃、赴任地の思い出、退職後の事など、それぞれ
ユーモアも交えて紹介くださいました。その後バス
で海住山寺へ。紅葉の中にある国宝五重塔前で記念
撮影をした後、郷土の社寺に詳しい会員さんからお
寺の説明を受けました。重要文化財の仏像を中心に、
海住山寺という名前は本堂裏展望台から見た景色が、
「みかのはら」（恭仁京が置かれた地）の平野とその
彼方に連なる山並みがあたかも洋上に浮かぶ風景か
らという話を聞き、
実際に登ってみて
納得。紅葉越しに
いにしえの素敵な
景色に出会えまし
た。
(記　津田　一弥)�

城久支部

京丹後支部

　４年ぶりとなる日帰り研修旅行を実施しました。
快晴の秋空の下、淡路島の癒しの空間を散策しまし
た。
　初めに『淡路夢舞台』で昼食も兼ねての見学。安
藤忠雄デザインによる施設群や斜面を生かした重層
的で変化に富んだ空間を回遊し、階段状に花壇が並
ぶ百段苑を散策。次に、今回のメインでもある『あ
わじ花さじき』で秋の花畑の見学です。ピンクや白
のコスモス、赤やブルーのサルビア、小さな千日紅、

海に映える花の
じゅうたん、ほの
かな花の香りに包
まれて歩く花回廊
に全員大満足でし
た。
（記　廣谷　雅久）

～４年ぶりの日帰り研修旅行～

ド
ー
オ
レ
ミ
ソ
ラ
ド
、

ソ
ー
オ
ー
ミ
ー
・
・
・
。

ヨ
ナ（
４
７
度
フ
ァ
シ
）

抜
き
の
呂
旋
法
で
始
ま
る
「
冬
の

星
座
」
を
習
っ
た
の
は
、
午
後
８

時
と
も
な
れ
ば
お
店
が
開
い
て
い

な
い
、
子
取
り
が
来
る
と
い
っ
て

子
ど
も
は
外
に
出
し
て
も
ら
え
な

い
よ
う
な
の
ど
か
な
時
代
だ
っ
た

▼
冬
の
夜
、
独
り
で
飼
い
犬
を
連

れ
出
し
、
学
校
で
教
わ
っ
た
「
木

枯
ら
し
途
絶
え
て
冴
ゆ
る
空
よ
り

地
上
に
降
り
敷
く
奇
し
き
光・・・」

の
意
味
を
た
ど
り
つ
つ
散
歩
す
る

と
、
大
人
に
な
っ
た
気
分
が
し
た

も
の
だ
▼
こ
の
歌
詞
は
、
戦
後
ま

も
な
く
文
部
省
唱
歌
の
一
つ
と
す

る
た
め
に
、
堀
内
敬
三
が
ア
メ
リ

カ
の
作
曲
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
へ
イ

ス
の
恋
歌
に
改
め
て
あ
て
た
も
の

で
あ
る
。
最
近
の
教
科
書
で
は
、

文
語
は
避
け
米
英
の
歌
曲
は
原
詞

を
採
る
よ
う
だ
▼
新
し
い
義
務
教

育
の
た
め
の
急
ご
し
ら
え
と
も
い

え
る
こ
の
替
え
歌
が
、
今
も
中
学

校
で
歌
わ
れ
る
の
か
は
知
ら
な

い
。
け
れ
ど
冬
か
ら
春
に
変
わ
る

こ
ろ
、
夜
空
で
北
極
星
と
向
か
い

合
う
オ
リ
オ
ン
座
を
見
つ
め
る
私

の
な
か
で
は
、
歌
わ
れ
続
け
て
き

た
よ
う
だ
。

�

（
南
）
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上
京
支
部　

木
下　
加
奈
美

　
念
願
の
大
型
犬
と
の
生
活

　
2
頭
目
の
小
型
犬
が
旅
立
ち
30

年
続
い
た
犬
と
の
生
活
が
途
切
れ

て
寂
し
く
な
っ
た
頃
、
知
り
合
い

の
家
で
フ
ラ
ッ
ト
コ
ー
テ
ッ
ド
レ

ト
リ
バ
ー
の
子
犬
が
産
ま
れ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
現
役
の
時
は
大
型
犬
を
飼
う
の

は
時
間
的
に
難
し
い
と
思
い
諦
め

て
い
た
の
で
す
が
、
子
犬
を
迎
え

る
頃
に
は
夫
が
退
職
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
迷
わ
ず
迎
え

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が

「
主
水
（
も
ん
ど
）」
で
す
。

　
迎
え
て
か
ら
し
ば
ら
く
私
は
ま

だ
勤
め
て
い
た
の
で
す
が
、
退
職

後
は
完
全
に
犬
中
心
の
生
活
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
飼

い
主
も
一

緒
に
通
え

る
し
つ
け

教
室
に
参

加
。
そ
こ

で
の
犬
友

さ
ん
と
は
一
緒
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
へ

行
っ
た
り
、「
保
護
者
会
」
と
称

し
て
ラ
ン
チ
会
を
開
い
た
り
と
、

教
室
を
卒
業
し
た
今
も
交
流
が
あ

り
ま
す
。
長
期
の
旅
行
は
お
預
け

に
な
り
ま
し
た
が
、
犬
連
れ
専
用

の
ド
ッ
グ
ラ
ン
や
ド
ッ
グ
プ
ー
ル

の
あ
る
宿
に
泊
ま
り
旅
行
は
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
夏
は
琵
琶
湖
や
日

本
海
で
泳
ぎ
、
冬
は
雪
遊
び
。

　
ま
た
、
定
期
的
に
犬
の
親
戚
で

集
ま
っ
て
遊
ん
だ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
し
て
繋
が
っ
た
犬
友
さ
ん
と
の

オ
フ
会
に
参
加
し
た
り
も
し
て
い

ま
す
。

　
昨
年
５
月
に
は
全
国
か
ら
山
梨

県
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
1
0
0
頭
を

超
え
る
フ
ラ
ッ
ト
コ
ー
テ
ッ
ド
レ

ト
リ
バ
ー
が
集
ま
り
、
日
頃
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
し
か
交
流
で
き
な
か
っ
た

人
・
犬
と
実
際
に
会
え
て
感
激
し

ま
し
た
。

　
一
昨
年
７
月
に
里
親
募
集
で
２

頭
目
の
「
宇
宙
（
そ
ら
）」
を
迎
え
、

つ
い
に
憧
れ
の
多
頭
飼
い
を
実
現

さ
せ
ま
し
た
。

　
主
水
は
１
月
で
12
歳
、
宇
宙
も

10
歳
半
で
、
こ
の
犬
種
と
し
て
は

平
均
よ
り
長
生
き
な
の
で
、
い
つ

ま
で
こ
の
生
活
が
続
く
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
犬
と

人
と
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ゆ
っ
く

り
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

撮れびあん！
9

日常生活で撮影した、風景、動物、場面など、
「トレビア～ン！」なお写真を紹介するコーナーです。

散歩中に見つけた何気ない風景、旅先での写真、
我が家の愛犬・愛猫など…なんでもOKです。良い
のが撮れた！と思ったらお気軽にご応募ください。
【応募方法】
組合員番号、組合員氏名、写真の簡単な説明25
字以内（任意）を明記し、撮影した写真とともに
メールまたは郵送でお送りください（送り先は表紙
下の連絡先を参照）。（次回3・4月号掲載予定）
※人物写真を投稿の場合は、被写体に同意をとるなど、
肖像権の侵害にならないようご注意ください。

お写真募集中！！

お散歩コースで羽根の虫干し中のアオサギに出合いました。
他府県大阪　大嶋　眞砂代

掲載者に薄謝進呈！

泳ぎ上手な 2 頭

みんなで家族写真

宇
そ

宙
ら
（左）と主

　もんど
水（右）



伏
見
区
、
城
南
宮
で
季
節
の

花
々
を
楽
し
み
、
周
辺
に
残
る
歴

史
遺
構
を
辿
る
コ
ー
ス
で
す
。

�

（
記　
矢
野
）

地
下
鉄
竹
田
駅
6
番
出
口
か
ら

線
路
に
沿
っ
て
南
に
5
分
程
歩
き

ま
す
。
踏
み
切
り
の
あ
る
交
差
点

を
右
に
曲
が
る
と
見
え
て
く
る
の

が
近
衛
天
皇
陵
安
楽
壽
院
南
陵
で

す
。
近
衛
天
皇
を
奉
る
陵
墓
に
は
、

天
皇
陵
と
し
て
唯
一
多
宝
塔
が
建

立
さ
れ
て
お
り
、
桃
山
時
代
に
豊

臣
秀
頼
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
多

宝
塔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
安
楽
壽
院
は
、
鳥
羽
伏
見
の

戦
い
の
折
、
官
軍
（
薩
摩
軍
）
の

本
営
と
な
っ
た
所
で
、
静
け
さ
の

中
で
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

安
楽
壽
院
を
出
て
左
に
進
み
国

道
1
号
線
に
向
か
い
ま
す
。
国
道

1
号
線
を
南
下
し
、
1
つ
目
の
信

号
を
右
折
す
る
と
城
南
宮
参
道
と

書
か
れ
た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
参

道
を
ま
っ
す
ぐ
進
む
と
、
突
き
当

り
に
鳥
居
が
現
れ
ま
す
。
こ
こ
が

平
安
遷
都
の
折
、
都
の
守
護
と
国

の
安
泰
を
願
っ
て
創
建
さ
れ
、「
方

除
の
大
社
」
と
し
て
仰
が
れ
て
い

る
城
南
宮
で
す
。
神
苑
（
要
拝
観

料
）
は
「
源
氏
物
語
」
に
描
か
れ

た
80
種
余
り
の
草
木
が
植
栽
さ
れ

て
お
り
、「
源
氏
物
語
花
の
庭
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
2

月
18
日
か
ら
3
月
22
日
ま
で
は

「
し
だ
れ
梅
と
椿
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
、
苑
内
は
し
だ
れ
梅
の
甘

い
香
り
が
漂
い
、
春
の
訪
れ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

西
の
鳥
居
を
出
る
と
道
を
挟
ん

で
向
か
い
側
に
鳥
羽
街
道
名
物
お

せ
き
も
ち
の
販
売
店
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
土
産
を
買
い
に
立
ち
寄

る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。　

お
せ
き
も
ち
本
店
横
1
つ
目
の

交
差
点
を
左
折
す
る
と
、
鳥
羽
離

宮
跡
公
園
が
見
え
て
き
ま
す
。
鳥

羽
離
宮
は
平
安
後
期
、
白
河
上
皇

の
院
政
開
始
の
象
徴
と
し
て
造
営

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
終
焉
と
と

も
に
離
宮
内
の
建
物
も
ほ
と
ん
ど

が
姿
を
消
し
ま
し
た
。
鳥
羽
伏
見

の
戦
い
の
古
戦
場
跡
で
も
あ
り
、

戦
跡
碑
が
当
時
の
様
子
を
伝
え
て

い
ま
す
。
現
在
は
整
備
さ
れ
た
公

園
に
遊
具
や
ベ
ン
チ
が
あ
り
、
市

民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
園
を
出
て
1
筋
目
を
左
折
す

る
と
大
通
り
に
出
る
の
で
南
に
進

み
ま
す
。
赤
池
交
差
点
を
東
に
7

分
ほ
ど
進
む
と
京
セ
ラ
株
式
会
社

本
社
ビ
ル
が
見
え
て
き
ま
す
。
本

社
ビ
ル
1
階
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

併
設
さ
れ
、
無
料
で
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
要
事
前
予
約
）。

こ
こ
か
ら
北
東
に
20
分
程
歩
く
と

地
下
鉄
竹
田
駅
に
戻
れ
ま
す
。
余

力
の
あ
る
方
は
、
春
に
桜
が
美
し

い
伏
見
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
を
目
指
し

ま
す
。
国
道
1
号
線
と
府
道

2
0
2
号
線
の
交
差
点
を
東
に
、

住
宅
街
を
20
分
ほ
ど
直
進
し
ま
す
。

途
中
、
津
知
橋
を
渡
り
、
府
道
35

号
線
と
の
交
差
点
を
左
折
す
る
と

国
道
24
号
線
に
行
き
当
た
り
ま
す
。

横
断
歩
道
を
渡
り
、
1
筋
目
を
右

折
す
る
と
見
え
て
く
る
階
段
を
上

る
と
伏
見
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
に
到
着

で
す
。
春
に
は
疏
水
沿
い
に
咲
く

桜
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
疏
水
沿
い

を
進
む
と
墨
染
通
り
に
行
き
当
た

り
ま
す
。

左
折
し
少

し
歩
く
と

桜
の
穴
場

ス
ポ
ッ
ト

墨ぼ
く
せ
ん染
寺じ

が

あ
り
ま
す
。

墨
染
寺
を
出
て
、
来
た
道
を
戻
る

と
京
阪
墨
染
駅
に
到
着
し
ま
す
。

伏
見
区　
城
南
宮
で
春
の
訪
れ
を

感
じ
な
が
ら
、
周
辺
の
歴
史
を
た
ど
る
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城南宮　神苑のしだれ梅と落ち椿

多宝塔

■モデルコース
約6.3㎞、歩行時間約90分
歩数　約8,190歩
　　　※施設内の時間・距離は含まれません
地下鉄「竹田」駅⇒（7分）⇒近衛天皇
陵安楽壽院南陵⇒（10分）⇒城南宮⇒（4
分）鳥羽離宮跡公園⇒（18分）京セラ
ギャラリー⇒（35分）⇒伏見インクラ
イン⇒（8分）墨染寺⇒（4分）京阪「墨
染」駅

墨染寺
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確定申告 お忘れなく 　確定申告は、所得税を納める手続きです。昨年１年間の所得金額を計算し、
その金額に対する税額を算出して、申告しなければなりません。

2022年度末（2023年3月末）に退職された方
・引き続き再任用等で働いている方、再就職した方
　職場で年末調整がされていれば確定申告は不要です。
・再就職されていない方
　年末調整がされていないので、確定申告すれば税金が戻
る場合があります。

確定申告書の作成に必要な書類等
　確定申告書の作成に必要な書類は、申告する所得の種類
や所得控除の内容により異なります。なお、「※」を付した書類
は、確定申告の際に添付又は提示が必要です。

公的年金等を受給されている方
　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下でかつ
公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下で
ある場合は確定申告は不要です。
※所得税の還付を受けられる方は確定申告が必要です。
※確定申告が不要でも、住民税の申告が必要な場合があります。

その他、各種控除を受けたい場合は確定申告が必要です
例えば…
・医療費を多く支払い、医療費控除を受ける場合
　支払った医療費から互助組合の療養補助金や保険金等
の補填額を除いた金額が、10万円または所得金額の５％の
いずれか少ない方の金額を超える場合
・特定の医薬品を購入した方（セルフメディケーション税制）
　支払った特定の医薬品の購入費から保険金などの補填
額を除いた金額が1万2千円を超える場合
・社会保険料、生命・地震保険料等の控除を受ける場合
　勤務先や公的年金支払い者に届け出ている場合は不要

源泉徴収票給与所得

源泉徴収票退職所得

※生命保険料控除証明書

※社会保険料控除証明書等

生命保険料控除
※地震保険料控除証明書地震保険料控除

障害者手帳など障害者控除
※寄付金の受領書、寄付金控除証明書寄付金控除

公的年金等の源泉徴収票、収入金額、必要経費
及び源泉徴収税額の分かるもの

雑所得

生命保険の一時金、競馬の払戻金など金額が分
かるもの

一時所得

申告書の作成に必要な書類主な所得の種類
所得控除の内容

医療費の領収書や医療費通知、保険金などで補
填された金額の分かるもの
※「医療費控除の明細書」および「医療費通知（添付
する場合に限る）」
医療費の領収書は 自宅で５年間保存することと
なり、確定申告の際の添付又は提出は不要です。

医療費控除

社会保険料控除

配偶者の所得金額の分かるもの配偶者控除
配偶者特別控除

・申告手続などには、申告者本人及び扶養親族等の「マイナ
ンバー（12桁）の記載」と「本人確認書類の提示又は写し
の添付」が必要です。
（本人確認書類の例）
①マイナンバーカード、②通知カード※＋運転免許証など確定申告等に関するご不明な点は、下表に掲載のお

住まいの地域を管轄する税務署に電話のうえ、自動
音声案内に従い「０」を選択してください。

※「通知カード」は2020年5月25日に廃止されていますが、通知カード
に記載された氏名、住所などが住民票に記載されている内容と一致し
ている場合に限り、引き続き番号確認書類として利用できます。

【税務署からのお願い】

上記のうち上京・左京・中京・下京・右京税務署の確定申告会場は「西陣織会館（６階展示場）」です。
各税務署内には、確定申告会場は開設しておりません。
西陣織会館の開設期間は、令和6年２月１６日（金）～３月１５日（金）（土日祝日を除く）です。

【税務署からのお知らせ】

上京 〒602-8555 京都市上京区一条通西洞院東入元真如堂町358 075-441-9171京都市北区　京都市上京区
税務署名 所在地 電話番号管轄地域

左京 〒606-8555 京都市左京区聖護院円頓美町18 075-761-5371京都市左京区

中京 〒604-8482 京都市中京区西ノ京笠殿町38　京都地方合同庁舎 075-842-1601京都市中京区

宮津 〒626-8571 宮津市字鶴賀2070-14 0772-22-3271宮津市　与謝郡

園部 〒622-8501 南丹市園部町小山東町平成台1号11 0771-62-0340亀岡市　南丹市　船井郡

峰山 〒627-0012 京丹後市峰山町杉谷147番地12 0772-62-0460京丹後市

伏見 〒612-0084 京都市伏見区鑓屋町 075-641-5111京都市伏見区

福知山 〒620-0055 福知山市篠尾新町1丁目37番地 0773-22-3121福知山市　綾部市

舞鶴 〒624-0913 舞鶴市字上安久240 0773-75-0801舞鶴市

東山 〒605-0914 京都市東山区渋谷通大和大路東入下新シ町339-5 075-561-1131京都市東山区　京都市山科区

下京 〒600-8181 京都市下京区間之町五条下ル大津町8 075-351-9161京都市下京区　京都市南区

右京 〒615-0007 京都市右京区西院上花田町10の1 075-311-6366京都市右京区　京都市西京区
向日市 長岡京市 乙訓郡

宇治 〒611-8588 宇治市大久保町井ノ尻60-3 0774-44-4141宇治市　城陽市　八幡市　京田辺市
木津川市　久世郡　綴喜郡 相楽郡

各地の税務署管轄一覧　

※その他各税務署の確定申告会場等については、事前に各市区町村広報誌等でご確認ください。
※会場内の混雑緩和のため、確定申告会場への入場には、「入場整理券」が必要です。入場整理券は会場で当日配付しますが、LINEを通じたオンライン
　事前発行も可能です。オンライン事前発行の詳しい方法は国税庁ホームページをご確認ください。



自宅でらくらく作成！

国税庁の「確定申告書等作成コーナー」
　国税庁のホームページの「確定申告書等作成コーナー」で必要なデータを入力すると税金が自動で計算され申告書が作
成できます。スマートフォン、パソコンから作成後そのまま送信でき、大変便利です。（作成したものを印刷し、税務署に提
出することも可能です。）
　作成の際は「源泉徴収票」「医療費控除申告用資料」「マイナンバーカード（お持ちの方）」等をお手元にご用意ください。

国税庁のホームページで、確定
申告書の作成に必要な書類や、
マイナンバーに関する情報が確
認できます。
また、「医療費控除を受ける方」
や、確定申告作成方法の動画が
ありますので、ご活用ください。

１．国税庁ホームページの
　「確定申告書等作成コーナー」へアクセス

２．送信方法の選択
マイナンバーカード方式

ＩＤ・パスワード方式

マイナポータルアプリ
のインストールが必要です

スマートフォンから作成する場合

１．国税庁ホームページの
　「確定申告書等作成コーナー」へアクセス
　（https://www.keisan.nta.go.jp/kyoutu/ky/
　sm/top_web#bsctrl）

２．税務署への提出方法を選択
　パソコンから送信、印刷して提出等

パソコンから作成する場合

作成コーナー

◀【確定申告書等作成コーナー】はコチラ

▲【国税庁　確定申告特集】はコチラ

!"#$%&'()*+,-./0

! " !" #$

%&'( ) * )+ ,-

# $ ../001223456.!788 "

%&' (

9:9; ( ) * )+ ,<=>?

) * @

! ! 1A

※事前に税務署に行き、ID・パスワード方式の届出を作成・
送信する必要があります。
運転免許証などの本人確認書類をご持参の上、お近く
の税務署へ行き、手続きしてください。

以降は、それぞれ画面の指示に従い、収入・所得
金額や控除等の入力を行い、申告内容の確認後、
作成した帳票の保存、印刷、送信を行ってください。
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�

（
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
西
口
）

４
月
13
日
（
土
）
12
時
開
演

取
扱
料
金 

一
般 

１
４
８
０
０
円

�

全
席
指
定

　
衝
撃
で
客
席
か
ら
立
ち
上
が
れ

な
く
な
る
、
最
高
の
ホ
ラ
ー
・
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
ゴ
ー
ル

デ
ン
コ
ン
ビ
で
再
上
演
し
ま
す
。

演
出
　
宮
本
亞
門

出
演
　
市
村
正
親
、
大
竹
し
の
ぶ�

他

梅
田
芸
術
劇
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

４
月
28
日
（
日
）
13
時
開
演

取
扱
料
金 

Ｓ
席 

１
５
０
０
０
円

�

全
席
指
定

 

落
語 

　
芸
歴
40
周
年
記
念
興
行
。
巧
み

な
話
術
で
観
客
を
魅
了
す
る
「
談

春
落
語
」
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

森
ノ
宮
ピ
ロ
テ
ィ
ホ
ー
ル

①
４
月
３
日
（
水
）
18
時
開
演

演
目
　
よ
か
ち
ょ
ろ
、
百
年
目

②
５
月
12
日
（
日
）
15
時
開
演

演
目
　�

慶
安
太
平
記
～
善
達
の
旅

立
ち
、
居
残
り
佐
平
次

取
扱
料
金
　
一
般
　
４
７
５
０
円

�

全
席
指
定

※
希
望
日
を
明
記
の
こ
と

ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー
・
ト
ッ
ド

フ
リ
ー
ト
街
の
悪
魔
の
理
髪
師

立
川
談
春
　
独
演
会

表紙作者の
ことば

　木版画を始めて10年に
なります。「日常の中の非
日常との出会い」を求めて
取材を続けました。また、
木版画の基本技能の習得に
も時間を割きました。
　ある日、小浜市在住の友
人の誘いを受け、初めてお
水送りに出会いました。そ
の伝統行事に秘められた若
狭の歴史の深さに認識を新
たにしました。

絵画

児嶋　俊見
（退教互　亀岡支部）

「
そ
し
て
、
バ
ト
ン
は
渡
さ
れ

た
」
で
２
０
１
９
年
本
屋
大
賞
を

受
賞
し
た
瀬
尾
ま
い
こ
の
原
作
小

説
を
映
画
化
し
た
『
夜
明
け
の
す

べ
て
』
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
月
経
前
症

候
群
）
と
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
い
う

自
分
で
は
治
せ
な
い
病
気
を
抱
え

な
が
ら
、
相
手
を
助
け
よ
う
と
も

が
き
、
確
か
な
つ
な
が
り
を
見
出

す
ふ
た
り
の
男
女
の
姿
を
描
い
た
、

さ
さ
や
か
だ
け
れ
ど
、
か
け
が
え

の
な
い
物
語
。
上
白
石
萌
音
と
松

村
北
斗
が
映
画
と
し
て
は
初
共
演
。

今
も
な
お
タ
イ
ム
レ
ス
な
名
作

と
し
て
多
く
の
映
画
フ
ァ
ン
の

「
人
生
ベ
ス
ト
」に
選
ば
れ
る『
ミ

ツ
バ
チ
の
さ
さ
や
き
』
の
ビ
ク
ト

ル
・
エ
リ
セ
監
督
が
、
31
年
ぶ
り

に
発
表
し
た『
瞳
を
と
じ
て
』。発

表
と
同
時
に
、
世
界
が
歓
喜
の
声

に
包
ま
れ
た
そ
の
最
新
作
は
、
元

映
画
監
督
と
、
謎
の
失
踪
を
遂
げ

た
か
つ
て
の
人
気
俳
優
ふ
た
り
の
、

記
憶
を
め
ぐ
る
【
人
生
】
と
【
映

画
】
の
詩
情
豊
か
な
物
語
。
失
わ

れ
た
も
の
と
同
時
に
、
未
来
を
も

見
つ
め
る
究
極
の
１
７
０
分
は
、

ぜ
ひ
映
画
館
で
確
認
し
て
ほ
し
い
。

自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
で
き

な
い
こ
と
、
失
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
を
描
い
た
前
述
の
２
作
か
ら

打
っ
て
変
わ
っ
て
『
ネ
ク
ス
ト
・

ゴ
ー
ル
・
ウ
ィ
ン
ズ
』は
、〝
負
け
〟

を
知
る
す
べ
て
の
人
び
と
に
エ
ー

ル
を
贈
る
、
感
動
と
興
奮
の
ス

ポ
ー
ツ
コ
メ
デ
ィ
だ
。
２
０
１
４

年
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
化

も
さ
れ
た
米
領
サ
モ
ア
の
サ
ッ

カ
ー
代
表
チ
ー
ム
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
、『
ジ
ョ
ジ
ョ
・
ラ
ビ
ッ
ト
』

の
タ
イ
カ
・
ワ
イ
テ
ィ
テ
ィ
監
督

が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
描
き
出
す
。

『
夜
明
け
の
す
べ
て
』
は
９
日

か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・
ジ
ョ
イ

京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京
都
桂

川
・
久
御
山
に
て
、『
瞳
を
と
じ

て
』
は
９
日
か
ら
京
都
シ
ネ
マ
に

て
、『
ネ
ク
ス
ト
・
ゴ
ー
ル
・
ウ
ィ

ン
ズ
』
は
23
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ

ネ
マ
ズ
二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、

Ｔ
・
ジ
ョ
イ
京
都
に
て
公
開
予
定
。

�

（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

『瞳をとじて』
© 2023 La Mirada del Adiós A.I.E, Tandem Films S.L., 

Nautilus Films S.L., Pecado Films S.L., Pampa Films S.A.

　
令
和
３
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
人
落
語

大
賞
で
女
性
初
の
大
賞
を
受
賞
。

「
探
偵
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ
」
の
探

偵
に
も
抜
擢
さ
れ
、
絶
好
調
の
桂

二
葉
の
噺
は
必
聴
で
す
。

文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

４
月
13
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
２
７
０
０
円

�

全
席
指
定

桂
二
葉
　
独
演
会

・ 

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
は
、
3
月

18
日（
月
）締
切
、
21
日（
木
）発

送
が
年
度
内
最
終
発
送
で
す
。

3
月
19
日（
火
）～
4
月
1
日（
月
）

申
し
込
み
分
は
、4
月
3
日（
水
）

発
送
と
な
り
ま
す
の
で
計
画
的

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

【
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
】

月
曜
日
締
切
、
水
曜
日
発
送

◆
京
都
シ
ネ
マ�

１
０
８
０
円

　
※
１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆
京
都
鉄
道
博
物
館

�

一
般
　
１
２
７
５
円

◆
ニ
フ
レ
ル

�

一
般
　
２
０
０
０
円

�

小
中
学
生
　
１
０
０
０
円

�

３
歳
以
上
　
　
５
５
０
円

◆
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国

�

大
人（
中
学
生
以
上
）　�

１
７
６
０
円

�

シ
ル
バ
ー（
65
歳
以
上
）　�

１
２
８
０
円

�

小
学
生
　
　
９
６
０
円

�

４
歳
以
上
　
　
４
０
０
円

※
そ
の
他
の
券
種
は
５
月
号
９
頁
参
照

 

展
覧
会 

　
20
世
紀
初
頭
、
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ

ソ
と
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ブ
ラ
ッ
ク
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
キ
ュ
ビ
ス

ム
は
、
西
洋
美
術
に
か
つ
て
な
い

変
革
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
今
回

パ
リ
　
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
セ
ン
タ
ー

キ
ュ
ビ
ス
ム
展
―
美
の
革
命

ロベール・ドローネー《パリ市》 1910-1912年
Centre Pompidou, Paris, Musée national d’art 
moderne-Centre de création industrielle (Achat 
de I’État, 1936. Attribution, 1937)
©Centre Pompidou, MNAM-CCI/Georges Meg
uerditchian/Dist. RMN-GP

は
世
界
屈
指
の
近
代
美
術
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
誇
る
パ
リ
・
ポ
ン
ピ
ド

ゥ
ー
セ
ン
タ
ー
所
蔵
品
を
中
心
に

約
１
３
０
点
を
展
示
す
る
、
日
本

で
は
約
50
年
ぶ
り
と
な
る
キ
ュ
ビ

ス
ム
の
大
型
展
覧
会
で
す
。

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

３
月
20
日（
水
祝
）～
７
月
７
日（
日
）

取
扱
料
金
　
一
般
　
１
７
１
０
円

�

大
高
生
　
１
０
８
０
円

※�

障
が
い
者
と
そ
の
付
添
人
１
名
は
無

料
（
要
証
明
）

 

音
楽 

　
テ
ー
マ
は
「M

usic�Journey

～
世
界
の
旅
へ
！
」

　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
音
楽
を
、
ブ
ラ
ッ

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ー
ト

２
０
２
４

ド
・
ケ
リ
ー
率
い
る
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
で
お
贈
り
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。『
ラ
イ
オ
ン
・
キ
ン
グ
』
や

『
ア
ラ
ジ
ン
』『
モ
ア
ナ
と
伝
説
の

海
』
な
ど
、
音
楽
で
巡
る
世
界
旅

行
へ
と
誘
い
ま
す
。

高
槻
城
公
園
芸
術
文
化
劇
場 

南
館

ト
リ
シ
マ
ホ
ー
ル

３
月
22
日
（
金
）
18
時
30
分
開
演

取
扱
料
金
　
Ｓ
席
　
８
０
１
０
円

�

全
席
指
定

※
未
就
学
児
入
場
不
可

　
み
ん
な
集
ま
れ
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
！ 

こ
ど
も
の
た
め
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
入
門
で
す
。
近
代
か
ら
現

代
の
音
楽
へ
。
今
に
た
ど
り
着
く

軌
跡
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

指
揮
　
出
口
大
地

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
　
ガ
レ
ッ
ジ
セ
ー
ル

曲
目
　�
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
：

バ
レ
エ
組
曲
「
火
の
鳥
」、

コ
ー
プ
ラ
ン
ド
：
静
か
な

町
　
他

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

３
月
24
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
２
７
０
０
円

�

５
歳
～
18
歳
　
１
３
５
０
円

�

全
席
指
定

※�

13
時
15
分
よ
り
開
演
前
ロ
ビ
ー
イ
ベ

ン
ト
あ
り

※
５
歳
未
満
入
場
不
可

京
都
市
交
響
楽
団
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ・

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
２
０
２
３ 

第
４
回

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
ナ
ウ
・
ア
ン
ド
・
ゼ
ン

　
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま
で

軽
や
か
に
、
し
な
や
か
に
。
世
界

で
唯
一
の
木
琴
奏
者
が
奏
で
る
豊

か
な
時
間
を
お
楽
し
み
に
。

出
演
　
通
崎
睦
美
（
木
琴
）

　
　
　
永
田
参
男
（
ギ
タ
ー
）

文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

４
月
27
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
１
０
８
０
円

�

高
校
生
以
下
　
７
２
０
円

�

全
席
指
定

　
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
第
一
線
を

走
る
三
人
が
登
場
。
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
美
し
さ
と
格
好
良
さ
は
唯
一

無
二
。

曲
目
　�

ピ
ア
ソ
ラ
：
ア
デ
ィ
オ
ス
・

ノ
ニ
ー
ノ
、
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ

ロ
ド
リ
ゲ
ス
：
ラ
・
ク
ン
パ

ル
シ
ー
タ
　
他

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

５
月
26
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
４
７
０
０
円

�

ペ
ア
　
９
０
０
０
円

�

全
席
指
定

※�

25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金

通
崎
睦
美
の
木
琴
日
和

～
ギ
タ
ー
と
共
に

三
浦
一
馬
×
石
田
泰
尚
×
山
中
惇
史

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
×
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

×
ピ
ア
ノ

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
系Youtuber

と

し
て
今
話
題
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
石
井

琢
磨
と
藤
岡
幸
夫
の
競
演
を
お
見

逃
し
な
く
！

指
　
揮
　
藤
岡
幸
夫

ピ
ア
ノ
　
石
井
琢
磨

曲
目
　�

ロ
ッ
シ
ー
ニ
：
歌
劇
「
シ
ン

デ
レ
ラ
」序
曲
、

ラ
ヴ
ェ
ル
：
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
ト
長
調
　
他

文
化
パ
ル
ク
城
陽
プ
ラ
ム
ホ
ー
ル

８
月
25
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
３
６
０
０
円

�

学
生（
25
歳
以
下
）　
１
８
０
０
円

�

全
席
指
定

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

　
２
０
０
１
年
９
月
11
日
同
時
多

発
テ
ロ
の
裏
で
、
カ
ナ
ダ
の
小
さ

な
町
で
起
き
た
驚
く
べ
き
実
話
を

基
に
、
音
楽
と
共
に
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
に
伝
え
ら
れ
る
５
日
間
の
物
語

は
、
人
種
、
国
、
宗
教
を
越
え
て

生
ま
れ
る
希
望
の
光
と
な
る
。
Ｓ

ｋｙ
シ
ア
タ
ー
Ｍ
Ｂ
Ｓ
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

出
演
　�

安
蘭
け
い
、
石
川
禅
、
森

公
美
子
、
加
藤
和
樹
　
他

Ｓ
ｋｙ
シ
ア
タ
ー
Ｍ
Ｂ
Ｓ

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

第
14
回
城
陽
定
期
演
奏
会

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
カ
ム  

フ
ロ
ム  

ア
ウ
ェ
イ
」

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

・
座
席
の
指
定
、
申
込
締
切
後
の
取
り
消
し
不
可

・ 

申
込
多
数
の
場
合
、
締
切
後
抽
選

・ 

展
覧
会
、
映
画
以
外
で
年
齢
に
つ
い
て
注
意
書
き
の
な
い

　
催
し
に
つ
い
て
は
未
就
学
児
の
入
場
不
可

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
５
─
７
７
１
─
６
１
８
０
で
。

　
　
　
　
　
郵
送
も
可
。
用
紙
は
自
由
。

　
　
　
　
　
※
ク
イ
ズ
等
の
申
込
は
併
記
不
可

　
　
　
　
　
住
所
・
氏
名
・
組
合
員
番
号

　
　
　
　
　
公
演
名
・
日
時
・
券
種（
一
般
等
）・
希
望
枚
数

　
　
　
　
　
4
月
に
口
座
か
ら
自
動
引
き
落
と
し

　
　
　
　
　
引
落
で
き
な
い
方
に
は
振
込
用
紙
を
送
付

申
込
方
法

申
込
事
項

支
払
方
法

申
込
締
切
日

2
月
25
日（
日
）申込はこちら

退 職退 職

互助組合報退教互版 2024.2.15

8



�

（
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
西
口
）

４
月
13
日
（
土
）
12
時
開
演

取
扱
料
金 

一
般 

１
４
８
０
０
円

�

全
席
指
定

　
衝
撃
で
客
席
か
ら
立
ち
上
が
れ

な
く
な
る
、
最
高
の
ホ
ラ
ー
・
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
ゴ
ー
ル

デ
ン
コ
ン
ビ
で
再
上
演
し
ま
す
。

演
出
　
宮
本
亞
門

出
演
　
市
村
正
親
、
大
竹
し
の
ぶ�

他

梅
田
芸
術
劇
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

４
月
28
日
（
日
）
13
時
開
演

取
扱
料
金 

Ｓ
席 

１
５
０
０
０
円

�

全
席
指
定

 

落
語 

　
芸
歴
40
周
年
記
念
興
行
。
巧
み

な
話
術
で
観
客
を
魅
了
す
る
「
談

春
落
語
」
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

森
ノ
宮
ピ
ロ
テ
ィ
ホ
ー
ル

①
４
月
３
日
（
水
）
18
時
開
演

演
目
　
よ
か
ち
ょ
ろ
、
百
年
目

②
５
月
12
日
（
日
）
15
時
開
演

演
目
　�

慶
安
太
平
記
～
善
達
の
旅

立
ち
、
居
残
り
佐
平
次

取
扱
料
金
　
一
般
　
４
７
５
０
円

�

全
席
指
定

※
希
望
日
を
明
記
の
こ
と

ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー
・
ト
ッ
ド

フ
リ
ー
ト
街
の
悪
魔
の
理
髪
師

立
川
談
春
　
独
演
会

表紙作者の
ことば

　木版画を始めて10年に
なります。「日常の中の非
日常との出会い」を求めて
取材を続けました。また、
木版画の基本技能の習得に
も時間を割きました。
　ある日、小浜市在住の友
人の誘いを受け、初めてお
水送りに出会いました。そ
の伝統行事に秘められた若
狭の歴史の深さに認識を新
たにしました。

絵画

児嶋　俊見
（退教互　亀岡支部）

「
そ
し
て
、
バ
ト
ン
は
渡
さ
れ

た
」
で
２
０
１
９
年
本
屋
大
賞
を

受
賞
し
た
瀬
尾
ま
い
こ
の
原
作
小

説
を
映
画
化
し
た
『
夜
明
け
の
す

べ
て
』
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
月
経
前
症

候
群
）
と
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
い
う

自
分
で
は
治
せ
な
い
病
気
を
抱
え

な
が
ら
、
相
手
を
助
け
よ
う
と
も

が
き
、
確
か
な
つ
な
が
り
を
見
出

す
ふ
た
り
の
男
女
の
姿
を
描
い
た
、

さ
さ
や
か
だ
け
れ
ど
、
か
け
が
え

の
な
い
物
語
。
上
白
石
萌
音
と
松

村
北
斗
が
映
画
と
し
て
は
初
共
演
。

今
も
な
お
タ
イ
ム
レ
ス
な
名
作

と
し
て
多
く
の
映
画
フ
ァ
ン
の

「
人
生
ベ
ス
ト
」に
選
ば
れ
る『
ミ

ツ
バ
チ
の
さ
さ
や
き
』
の
ビ
ク
ト

ル
・
エ
リ
セ
監
督
が
、
31
年
ぶ
り

に
発
表
し
た『
瞳
を
と
じ
て
』。発

表
と
同
時
に
、
世
界
が
歓
喜
の
声

に
包
ま
れ
た
そ
の
最
新
作
は
、
元

映
画
監
督
と
、
謎
の
失
踪
を
遂
げ

た
か
つ
て
の
人
気
俳
優
ふ
た
り
の
、

記
憶
を
め
ぐ
る
【
人
生
】
と
【
映

画
】
の
詩
情
豊
か
な
物
語
。
失
わ

れ
た
も
の
と
同
時
に
、
未
来
を
も

見
つ
め
る
究
極
の
１
７
０
分
は
、

ぜ
ひ
映
画
館
で
確
認
し
て
ほ
し
い
。

自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
で
き

な
い
こ
と
、
失
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
を
描
い
た
前
述
の
２
作
か
ら

打
っ
て
変
わ
っ
て
『
ネ
ク
ス
ト
・

ゴ
ー
ル
・
ウ
ィ
ン
ズ
』は
、〝
負
け
〟

を
知
る
す
べ
て
の
人
び
と
に
エ
ー

ル
を
贈
る
、
感
動
と
興
奮
の
ス

ポ
ー
ツ
コ
メ
デ
ィ
だ
。
２
０
１
４

年
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
化

も
さ
れ
た
米
領
サ
モ
ア
の
サ
ッ

カ
ー
代
表
チ
ー
ム
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
、『
ジ
ョ
ジ
ョ
・
ラ
ビ
ッ
ト
』

の
タ
イ
カ
・
ワ
イ
テ
ィ
テ
ィ
監
督

が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
描
き
出
す
。

『
夜
明
け
の
す
べ
て
』
は
９
日

か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・
ジ
ョ
イ

京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京
都
桂

川
・
久
御
山
に
て
、『
瞳
を
と
じ

て
』
は
９
日
か
ら
京
都
シ
ネ
マ
に

て
、『
ネ
ク
ス
ト
・
ゴ
ー
ル
・
ウ
ィ

ン
ズ
』
は
23
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ

ネ
マ
ズ
二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、

Ｔ
・
ジ
ョ
イ
京
都
に
て
公
開
予
定
。

�

（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

『瞳をとじて』
© 2023 La Mirada del Adiós A.I.E, Tandem Films S.L., 

Nautilus Films S.L., Pecado Films S.L., Pampa Films S.A.

　
令
和
３
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
人
落
語

大
賞
で
女
性
初
の
大
賞
を
受
賞
。

「
探
偵
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ
」
の
探

偵
に
も
抜
擢
さ
れ
、
絶
好
調
の
桂

二
葉
の
噺
は
必
聴
で
す
。

文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

４
月
13
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
２
７
０
０
円

�

全
席
指
定

桂
二
葉
　
独
演
会

・ 

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
は
、
3
月

18
日（
月
）締
切
、
21
日（
木
）発

送
が
年
度
内
最
終
発
送
で
す
。

3
月
19
日（
火
）～
4
月
1
日（
月
）

申
し
込
み
分
は
、4
月
3
日（
水
）

発
送
と
な
り
ま
す
の
で
計
画
的

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

【
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
】

月
曜
日
締
切
、
水
曜
日
発
送

◆
京
都
シ
ネ
マ�

１
０
８
０
円

　
※
１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆
京
都
鉄
道
博
物
館

�

一
般
　
１
２
７
５
円

◆
ニ
フ
レ
ル

�

一
般
　
２
０
０
０
円

�

小
中
学
生
　
１
０
０
０
円

�

３
歳
以
上
　
　
５
５
０
円

◆
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国

�

大
人（
中
学
生
以
上
）　�

１
７
６
０
円

�

シ
ル
バ
ー（
65
歳
以
上
）　�

１
２
８
０
円

�

小
学
生
　
　
９
６
０
円

�

４
歳
以
上
　
　
４
０
０
円

※
そ
の
他
の
券
種
は
５
月
号
９
頁
参
照
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保
護
猫
に
癒
さ
れ
る
日
々

自
宅
裏
の
空
き
地
に
捨
て
ら
れ

て
い
た
生
後
1
か
月
の
黒
猫
を
保

護
し
て
か
ら
9
年
が
経
ち
ま
し
た
。

可
愛
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

人
に
は
な
い
純
粋
さ
、
打
算
な
ど

の
一
切
な
い
生
き
方
に
動
物
の
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
る
毎
日
で

す
。

�

伏
見
支
部　
長
谷
川　
真
紀
子

念
願
の
新
デ
ザ
イ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト

先
日
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新
を

し
ま
し
た
。
前
回
更
新
し
た
時
は
、

ま
だ
葛
飾
北
斎
仕
様
で
は
な
く
、

更
新
後
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
た
の
で
５
年
有
効
の
も

の
に
し
、
期
限
切
れ
間
近
に
や
っ

と
念
願
の
北
斎
の
10
年
有
効
パ
ス

ポ
ー
ト
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
カ

バ
ー
に
入
れ
る
と
、
北
斎
の
赤
富

士
が
浮
か
び
上
が
り
、
ケ
ー
ス
も

北
斎
一
色
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

い
つ
使
う
機
会
が
訪
れ
る
の
か
は

未
定
で
す
が
、
旅
行
関
係
の
メ
ル

マ
ガ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
毎
日

で
す
。

�

宇
治
西
支
部　
高
橋　
真
澄

ピ
ア
ノ
に
挑
戦

ピ
ア
ノ
を
初
め
て
習
い
始
め
ま

し
た
。
左
手
が
思
う
よ
う
に
動
か

な
い
の
と
両
手
に
す
る
と
混
乱
し

て
さ
っ
ぱ
り
曲
に
な
り
ま
せ
ん
。

で
も
若
い
時
に
聞
い
た
曲
を
弾
く

の
は
楽
し
い
で
す
。

�
山
城
南
支
部
　
達
脇
　
幹
夫

公
共
交
通
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
む

昨
年
2
月
に
免
許
更
新
を
し
た

ば
か
り
で
す
が
、
4
月
に
は
駐
車
、

発
進
に
不
安
を
覚
え
、
車
の
運
転

を
や
め
ま
し
た
。
幸
い
便
利
な
所

で
す
の
で
、
バ
ス
と
電
車
な
ど
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
自
然
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
な
っ
て
、
プ
ー

ル
な
ど
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
昔
は
、

外
出
は
バ
ス
で
半
日
、
1
日
が
か

り
で
亡
き
母
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
頃
を
思
え
ば
、
こ
れ
か
ら
は

ゆ
っ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
バ
ス

待
ち
生
活
を
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

他
府
県
奈
良　
遠
藤　
勢
津
子

新
鮮
無
農
薬
野
菜
を
楽
し
む
冬

「
来
年
は
無
理
か
も
」
と
言
い
な

が
ら
今
年
も
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど

の
冬
野
菜
が
育
っ
た
。
年
と
と
も

に
農
作
系
は
き
つ
く
、
買
っ
た
方

が
安
く
つ
く
野
菜
で
す
が
、
と
れ

た
て
無
農
薬
の
野
菜
が
食
せ
る
の

は
幸
せ
な
こ
と
。
主
人
に
感
謝
！

�

船
井
支
部　
谷　
碩
子

点
訳
で
気
付
い
た
こ
と

点
字
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
て
少
し
ず
つ
、

点
訳
し
ま
す
。
文
字
だ
け
で
は
届

き
に
く
い
事
柄
の
多
さ
に
、
こ
の

歳
に
な
っ
て
気
が
つ
く
な
ん
て
！

�
宮
与
支
部　
三
田　
博
美

う
。
こ
の
場
合
、
あ
な
た
と
し
て

は
、
相
続
放
棄
の
手
続
が
で
き
る

の
か
ど
う
か
が
ひ
と
つ
の
問
題
に

な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
相
続
放

棄
は
「
３
ヶ
月
以
内
」
に
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
相
続

人
（
母
）
が
相
続
の
承
認
や
放
棄

を
し
な
い
で
亡
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
者
の
相
続
人
（
あ
な
た

が
こ
の
立
場
に
な
り
ま
す
）
が
、

「
自
己
の
た
め
に
相
続
の
開
始
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
か

ら
」
起
算
さ
れ
ま
す
。
判
例
（
令

和
元
年
最
判
）
に
よ
る
と
、
こ
の

起
算
点
は
「
当
該
死
亡
し
た
者
が

承
認
ま
た
は
放
棄
を
し
な
か
っ
た

相
続
に
お
け
る
相
続
人
と
し
て
の

地
位
を
、
自
己
が
承
継
し
た
事
実

を
知
っ
た
時
」
と
し
て
い
ま
す
。

や
や
こ
し
い
で
す
が
、
お
母
さ
ん

が
叔
父
さ
ん
の
相
続
に
お
い
て
放

棄
す
る
か
ど
う
か
が
決
め
ら
れ
た

の
に
、
相
続
し
た
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
（
相
続
放
棄
す
る
契
機
が

無
か
っ
た
）と
い
う
そ
の
状
態（
地

位
）
を
承
継
し
た
こ
と
を
あ
な
た

が
知
っ
た
と
き
か
ら
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
場
合
、
相
続
放
棄
が
認
め

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

放
棄
の
手
続
を
進
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　
岡
根　
竜
介

（
京
都
法
律
事
務
所
）

Q
　
あ
る
日
、役
所
か
ら「
空

き
家
の
適
正
管
理
に
つ
い

て
」
と
い
う
通
知
書
が
届
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
不
動
産
の
名
義
は
、

叔
父
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
２
年
前

に
亡
く
な
っ
た
私
の
母
も
相
続
人

（
の
１
人
）
に
な
っ
て
い
て
、
母

の
相
続
人
で
あ
る
私
に
対
し
て
、

空
き
家
に
よ
る
悪
影
響
が
生
じ
な

い
よ
う
な
対
処
を
求
め
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
ど
う
し
た
ら
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。
母
は
、
叔
父
に

は
子
ど
も
も
い
た
し
、
自
分
が
相

続
人
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
知
ら

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

A
　
お
そ
ら
く
、
お
母
さ
ん

は
、
叔
父
さ
ん
の
子
ど
も

が
相
続
放
棄
の
手
続
を
し
て
い
る

こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

相
続
放
棄
の
期
限

３月13日　10時~17時
　　14日　９時~16時
右京区役所１階「マチコ」

初開催 他支部の方歓迎！

右京支部作品展
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1 月号で募集した、
「サイン入り�大原千鶴さん
レシピ本プレゼント」の
応募締め切りは 2月 29 日
です。応募方法は、1月号
７頁をご覧ください。
※�当選者の発表は商品の発送
をもって代えさせていただ
きます。

申込はこちら▶



25名に図書カードが当たる‼︎

　
二
重
枠
の
７
文
字
で
表
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
：
あ
た
た
ま
り
ま
す
。

クイズの応募規定▶締切2月末日必着
（正解・呈賞者は4月号で発表）

＊�支部名、氏名、組合員番号を明記のうえ、互助組合まで。
ハガキ、FAX、ホームページ等で応募してください。
＊�お寄せいただいた近況報告は、「こんにちは」にお断り
なく掲載させていただくことがあります。掲載不可の場
合はその旨をお書き添えください。

応募はこちらから

10月からGoogleフォー
ムに変更しています。
返信メールは届きません。

●
タ
テ
の
カ
ギ

１　
今
年
は
︱
︱
年
。
２
月
29
日

が
あ
り
ま
す

２　
日
本
語
で
は
コ
マ
ド
リ

３　
︱
︱
川
。
ロ
シ
ア
を
流
れ
る

大
河

４　

鉄
鉱
石
か
ら
鉄
を
取
り
出

す
、
製
鉄
所
の
心
臓
部

５　
根
と
葉
と
と
も
に
高
等
植
物

の
基
本
器
官
で
す

７　
竹
取
物
語
の
主
人
公

10　
畳
表
に
な
り
ま
す

11　
「
う
っ
せ
ぇ
わ
」
で
有
名
に

な
っ
た
女
性
歌
手

13　
憲
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
国

民
の
義
務
の
ひ
と
つ
で
す

14　
コ
ピ
ー

15　
代
え
が
た
い
友
達
で
す

16　
北
方
四
島
の
ひ
と
つ
根
室
海

峡
の
東
に
位
置
す
る
︱
︱
島

19　
︱
︱
つ
ら
み
。
と
に
か
く
憎

い
21　
江
︱
︱
、紋
︱
︱
、登
︱
︱
。

北
海
道
に
こ
う
い
う
地
名
が
多

い
で
す
ね

23　
ま
だ
芽
が
出
て
間
の
な
い
植

物
で
す

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１　
北
海
道
に
あ
る
地
名
で
、
ア

イ
ヌ
語
で
「
そ
の
間
」
と
い
う

意
味

３　
と
て
も
欲
が
深
い
こ
と
で
す

６　
美
し
い
眺
め
。
こ
れ
を
損
ね

る
工
事
は
や
め
て
く
だ
さ
い

８　
乾
季
の
反
対

９　
航
空
機
の
翼
の
こ
と
で
す

11　
わ
が
子

12　
水
切
り
し
た
木
綿
豆
腐
に
焼

き
目
を
つ
け
た
も
の

15　
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
は
？

17　
３
６
０
÷
60
＝
？

18　
魚
の
た
た
き
の
一
種
。
味
噌

味
で
す

20　
ゆ
ず
を
材
料
に
し
た
加
工
食

品
や
お
菓
子
を
い
い
ま
す

22　
あ
た
る
も
八
卦
、
あ
た
ら
ぬ

も
八
卦
と
か

24　
よ
く
気
が
変
わ
り
ま
す
ね

25　
県
庁
所
在
地
は
津
市
で
す

▼
11
月
号
当
選
者
（
敬
称
略
）

牧
村
美
恵
子
（
北
支
部
）

大
島　
秀
夫
（
上
京
支
部
）

名
川　
敬
子
（
右
京
支
部
）

武
田　
一
子
（
西
京
支
部
）

赤
松　
康
子
（
西
京
支
部
）

中
島　
智
子
（
東
支
部
）

山
本
惠
稚
子
（
伏
見
支
部
）

青
木
か
お
る
（
深
草
支
部
）

中
野　
良
子
（
乙
訓
支
部
）

橋
本　
　
信
（
乙
訓
支
部
）

岸　
　
博
実
（
宇
治
東
支
部
）

山
本　
彰
子
（
宇
治
西
支
部
）

岡
田　
孝
司
（
城
久
支
部
）

古
田　
京
子
（
山
城
北
支
部
）

岡
本　
明
子
（
山
城
南
支
部
）

桂　
ひ
さ
子
（
北
桑
田
支
部
）

横
井　
照
実
（
亀
岡
支
部
）

江
本
和
香
佐
（
船
井
支
部
）

大
島　
浩
樹
（
綾
部
支
部
）

塩
見
佳
扶
子
（
福
知
山
支
部
）

高
田　
正
徳
（
舞
鶴
支
部
）

中
村
裕
美
子
（
宮
与
支
部
）

櫻
尾　
智
子
（
宮
与
支
部
）

岩
﨑
美
智
子
（
京
丹
後
支
部
）

青
山
久
爾
子
（
他
府
県
滋
賀
）

▼
12
月
号
当
選
者
（
敬
称
略
）

青
木　
　
敦
（
北
支
部
）

稲
垣　
智
子
（
中
京
支
部
）

石
井　
　
正
（
右
京
支
部
）

谷
口　
和
文
（
西
京
支
部
）

安
田
廣
之
助
（
西
京
支
部
）

秋
山　
幸
也
（
伏
見
支
部
）

鹿
熊　
元
治
（
深
草
支
部
）

衣
笠
登
志
恵
（
醍
醐
支
部
）

伴　
　
季
子
（
乙
訓
支
部
）

山
村　
哲
生
（
宇
治
東
支
部
）

芳
賀　
伸
子
（
宇
治
西
支
部
）

渋
谷　
寿
子
（
城
久
支
部
）

黒
川　
由
美
（
城
久
支
部
）

玉
田　
　
豊
（
山
城
北
支
部
）

安
嵜　
　
正
（
山
城
南
支
部
）

大
西　
陽
春
（
亀
岡
支
部
）

田
鶴　
昌
子
（
船
井
支
部
）

大
槻　
　
薫
（
綾
部
支
部
）

中
島
ふ
み
子
（
福
知
山
支
部
）

沖
野　
啓
志
（
福
知
山
支
部
）

稗
田　
洋
子
（
舞
鶴
支
部
）

古
村　
清
子
（
京
丹
後
支
部
）

畑
中　
浩
義
（
宮
与
支
部
）

前
谷　
康
孝
（
他
府
県
滋
賀
）

井
上
美
智
子
（
他
府
県
大
阪
）

「
だ
し
巻
き
卵
」
で
し
た

11
月
号
の
答
は

ダ
シ
マ
キ
タ
マ
ゴ

「
奨
学
金
」
で
し
た

12
月
号
の
答
は

シ
ョ
ウ
ガ
ク
キ
ン

☆11月号の解答図

☆12月号の解答図

　

応
募
者
は
514
名
で
、
510
名
が
正
解

で
し
た
。

　

応
募
者
は
488
名
で
、
449
名
が
正
解

で
し
た
。
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